
ＬＥＤ改修⼯事における概算数量発注⽅式の試⾏について（概要︓受注者向け） 2606 建築整備課電気設備係

１ 制度概要
・設計数量を概算数量で発注し、契約後の現地調査結果に基づき、必要に応じ設計変更により数量を確定・精算する⽅式です
・過度な現地調査は求めず、合理的な範囲で整理していただきますので、受発注者双⽅にとって業務の効率化が図れます
・本試⾏は、発注準備の効率化と実態を踏まえた積算の両⽴を検証することを⽬的として実施するものです

２ 受注者に求める対応（従前のＬＥＤ改修⼯事と異なる点）
①着⼯前の確認
・現地調査により建物状況（照明器具の型式及び数量等）を確認
・数量や施⼯条件が設計前提と⼤きく乖離していないか確認
・廃棄物条件、搬出条件を確認

②単価・施⼯条件の確認
・発注時の設計単価（試⾏⽤標準単価）で施⼯可能か確認
・施⼯段階で前提条件と実態に差異がある場合は設計変更により反映
※産業廃棄物処分費⽤は、処分場・運搬条件により変動するため
原則設計変更対象とする

※その他項⽬は、設計条件と概ね⼀致する場合、設計単価を採⽤可
能とする

③数量確定協議
・数量や施⼯条件に⼤きな差がある場合は資料を提出し協議
※⼤きな差が無い場合、設計数量を採⽤可能とする

３ 従前と⽐較した受注者の負担
（増える業務）
・着⼯前の現地調査、数量確認、確定協議
・条件差異がある場合の説明資料整理
※必要に応じ、専⾨業者等の活⽤が可能
※現地調査等の費⽤は設計上必要経費として⾒込んでいる

（減る業務）
・個別⾒積徴収を最⼩限とすることにより、積算準備の負担軽減
・⼊札時に施⼯条件を無理に仮定する必要がない
・想定外リスクを価格に織り込む必要がない

４ 受注者メリット
①契約後に現地確認を⾏い数量確定できるため、想定外リスクを過度に価格へ
上乗せする必要が無い
②施⼯条件の差異は設計変更で反映されるため、⾚字⼯事になりにくい
③⼊札時に無理な条件設定をする必要が無く、参加しやすい
④現地調査費⽤は共通仮設費に計上される

（補⾜）
○数量確定における調査精度の考え⽅
本⽅式の現地調査における数量確認は、数量を詳細に算定することを⽬的とするものではなく、設計数量が現況と著しく異ならないかを確認するために
⾏うものです。そのため、過度な試掘、詳細測定までは求めません。
受注者は、照明器具の型式や数量、廃棄物条件、搬出条件などを確認し、施⼯数量等に影響する⼤きな差異がある場合のみ、算定根拠等を提出すれ

ば⾜ります。
数量が減少する場合の資料は、写真や確認結果など合理性が分かる程度でよく、詳細な数量算定資料の作成までは求めません。

ＬＥＤ改修⼯事において、設計作業の簡素化、発注準備期間の短縮及び実態を踏まえた合理的な積算の実現を図ることを⽬的に「概算数量発注⽅式」
を試⾏する。


